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令和元年度 墨田区立曳舟幼稚園  経営報告書 

令和 2 年 3 月 27 日 

幼 稚 園 目 標 ・健康で明るい子供 

・思いやりのある子供 

・進んで取り組みやりとげる子供 

目 指 す 幼 稚 園 像 ・地域に愛され、地域とともに歩み、 

広く保護者や地域と連携した幼稚園 

目 指 す 園 児 像 ・やさしい子 

・げんきな子 

・すすんでとりくむ子 

目 指 す 教 師 像 ・聞いてあげる教師 

・体験させる教師 

・思いを受けとめる教師 

１ 自己評価結果と学校関係者評価の状況 

項
目 

評価項目 
自己評価 学校関係者評価 

自己
評価 

改善策 
自己評価
について 

改善策につい
て 

保

育

活

動

等 

園は、子供の主体的な活動を促

す教育の実施に努めているか。 A 
・日々の活動や行事に取り組む中で、子供たちが自ら考え、

友達と相談、協力し合えるような内容を提示したり、時間や

場の保障をしたりする。 

A A 

 園は、特別な支援を必要とする

子供に対して、組織的に適切な支

援を行っているか。 

B 
・より適切な支援を行えるように、３期に１度(４，９，１月)、

に保護者、担任、支援員と指導や支援の方針を話し合うよう

にする。 

B B 

 園は、子供の将来の自立に向け

た保育活動・相談活動に取り組ん

でいるか。 
A 

・併設幼稚園の強みを生かして小学校と交流し、児童に対す

る親しみや憧れをもてるようにする。幼小相互にとって意義

のある交流になるように、事前の話合いや事後の振り返りを

行う。 

A A 

 園は、教員の指導力を高めるた

めに組織的に取り組んでいるか。 B 
・ベテランと若手が互いの保育を参観し、相互の保育力の向

上につなげる。また、副園長とチーム保育を行い、指導力の

向上につなげる。 

B B 

体力の向上 

B 
・年に 4 回講師を招聘し運動遊びの会を行う。1 度は親子運

動遊びの会に位置付け、家庭で簡単にできる運動遊びを教え

ていただき、保護者への啓発も行いながら、体力向上を図る。 

B B 

学校関係者評価委員会の意見等 

・今後も小学校に併設されている環境を生かし、小学校との交流を行ってください。 

・体力の向上については区内の子供の体力が向上しているようですのでより一層図ってください 

・保護者の方の評価が実在であると思います。2 年間の子供の成長は素晴らしいものといつも感

じております。頑張ってください。 

・管理職を中心に誠実に子供たちに向かっている姿があります。アンケートから明白です。                            

 

項
目 

評価項目 
自己評価 

学校関係者評
価 

自己
評価 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

生

活

指

導

等 

園は、子供の問題行動の予防や

解決に組織的に取り組んでいる

か。 

A 
・副園長、担任、支援員、介助員が一丸となってチームで対

応する。そのための役割分担を確認する。子供の情報を全教

職員で共有し、連携する。 

A A 

 園は、子供が基本的な生活習慣

を身に付け、望ましい人間関係を

作るための心の教育を行っている

か。 

A 

・幼保小中一貫教育で使用している生活リズムチェックカー

ドを用いて家庭と連携して生活習慣の改善に努める。また、

友達の保護者、在園児祖父母、地域の方々とのふれあい遊び

や絵本の読み聞かせ等の関わりを通して、楽しさや快さを味

わわせる。心の教育に力を入れていく。 

A A 

 園は、子供の安全を確保するた

めの取組を行っているか。 B 
・全教職員で遊具の使い方の共通理解を図って取り組む。朝

会で本日の保育についての話をする際、職員の立ち位置を確

認する。安全教育プログラムを活用した研修会を年間３回以

B B 
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上開く。 

 園は、子供や保護者からの意見

や要望を把握し、保育活動の点検

や改善に役立てているか。 

A 
・日頃よりいつでも話を聞く体制を整えている。また、保護

者アンケートを活用して要望を確認している。 

・安全確保のために日々点検を行う。 

A A 

     

学校関係者評価委員会の意見等 ・安全の項目だけを難易度が高いため。Ｂとしました。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 

学校関係者評
価 

自己
評価 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

幼

稚

園

の

管

理

運

営 

園は、管理職の経営方針をもと

に、組織的な教育活動・園運営を

行っているか。 

B 
・行事や園全体での保育に関しては、組織的な運営を行って

きた。日々の保育においても、引き続き担任同士の連携を図

って効果的な保育を行っていく。 

B B 

 園は、子供の実態に合わせた具

体的な目標の設定及び評価を適

切に行っているか。 

A 
・日々の保育の終了後、週案を通して目標に対する評価を行

う。年間 2 回の園関係者評価を行い、園経営の改善にさらに

務める。 

A A 

 園には、適切な教育活動が行え

る環境・設備等が整えられている

か。 

B 
・日常的に全教職員が環境の点検整備に努め、改善点につい

ては速やかに対応できるようにする。 B B 

      

学校関係者評価委員会の意見等 

・アンケートに多数回答があった行事日程の変更通知について、早目の案内をお願いします。 

・個人情報については、HP掲載に関して細心の注意を払ってください。 

・組織的な運営もまた、難易度が高いので、Ｂとしました。 

 

項
目 

評価項目 
自己評価 

学校関係者評
価 

自己
評価 

改善策 
自己評価
について 

改善策に
ついて 

家

庭 

・

地

域

連

携 

園は、保育方針や日常の保育活

動の様子などを分かりやすく伝

えているか。 

B 
・保護者と直接話す機会を多い。幼稚園では、保育の様子や

保育方針を日常的に伝えることができる。今後も保護者との

信頼関係をさらに密にするために努力する。 

B B 

 園は、保護者や地域の理解や協

力を得て保育活動を進めている

か。 

A 
・保護者アンケートでは、98％以上の肯定的な評価をいただ

いた。保護者の会を中心に、今後も協力して保育にあたる。 A A 

  

幼保小中一貫教育の充実 
B 

・併設小学校とは、曳舟まつりや交流活動を通して各学年と

交流することができた。今後は、取組内容を精査してスムー

ズな接続のために効果的な内容にする。中学校との交流の機

会を設定する。 

B B 

学校関係者評価委員会の意見等 

・保護者の方々からのたくさんの意見指摘も真摯に受けとめられ、改善なさっていると感じま

す。今後もオープンな意見交換がなされ、子供たちによりよい環境を望みます。 

・いつも子供たちのためにありがとうございます。安心して通わせられる園だと思います。 

・幼保小中一貫教育を進めるには、よい学区的利点があります。よく、この長所を生かしてい

ると思います。 

２ 令和元年度学校評価のまとめ 

 

 

 

 

 

今年度も年間 2 回の幼稚園評価を行う。ほぼ全項目で肯定的評価が 90％以上であった。昨年度と比べ

ると全体的に評価が上がっている。教育については、「個に応じた指導や配慮が不足している」と感じ

る保護者もいた。より子供に寄り添った指導や配慮を行うこと、一人一人が自己を発揮できるようにす

ることに重点を置くとともに、保護者に子供の姿が分かるように丁寧に伝えていくことが必要である。 

家庭・地域との連携についての中では、保護者が行事や係活動など負担に感じている様子も見られる

ので、これまでの内容を見直し、軽減するための改善策を出しながら、保育活動を進めていく。 
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以上の通り報告いたします。   

墨田区立曳舟幼稚園  園長  吉岡 大司 公印         


